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京都府立植物園の紅葉（京都市左京区） 撮影：矢田善久（上京支部）

公職選挙法等の一部を改正す
る法律が成立しました。選挙権
年齢が変更されるのは１９４５年以
来７０年ぶりです。選挙権年齢が
２０歳以上から１８歳以上に引き下
げられることで新たに２４０万人
が有権者となります。
１８歳に引き下げられる選挙

は、衆院選と参院選、地方自治体の首長と
議会の選挙に加え、最高裁判所裁判官の国
民審査や住民投票資格も同様に１８歳以上に
なります。
改正法は１年間の周知期間の後に行われ
る国政選挙から適用されるため、２０１６年夏
の参議院選挙から高校生が一票を投じるこ
とになります。世界の国・地域の約９０％が
１８歳に選挙権を認めており、日本のように

２０歳から選挙権がある国は世界から見ても
かなり少ないようです。高齢化が進む日本
では、各党が掲げる政策が年金や介護など
高齢者向けに偏りがちで、若者の意見を政
治に反映することが出来ていない。選挙権
年齢を引き下げた理由は、若者の政治参加
を促し社会的責任を担わせ、政治離れに歯
止めをかけるためです。
これにより学校現場では高校生への「主
権者教育」の推進が求められているが、そ
もそも「主権者教育」とは何かと言うと「社
会参加に必要な知識、技能、価値観を習得
させる教育の中心である市民と政治との関
わりを教えること」だそうです。この教育を
もとに現実の政治を学び投票行動へとつな
がり「投票しても何も変わらない」という意
識の改善がされることに期待したい。

■ 消費税軽減税率制度の議論の経緯と問題点 その２……………………………………２
■ 東大阪市長選挙・大阪府知事選挙・大阪市長選挙結果…………………………………３
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最近の新聞記事等では、軽減税率の導入について「欧州では、軽減税率が定着しているので、我が

国でも導入すべき」という意見がある。ここでは、ＥＵの軽減税率制度の現状を説明する。

１．EＵ加盟の条件に、付加価値税（以下VATという）の導入をすること、加盟国は１種類又は２種類

の軽減税率を適用できることが条件であり、このため、域内取引自由のため軽減税率が導入されや

すい環境になっており、軽減税率が優れた制度であるため定着しているわけではない。

２．２０１０年１１月１０日英国でマーリーズ・レビューの税制改革案が公表された。この報告書は、EUにお

けるVATを「老化し、機能不全に陥った古い租税」とし「その原因は複数税率構造と広範な非課税

項目にある」と指摘している。１

３．２０１４年４月１７日・１８日東京で開催された第２回OECD VATグローバルフォーラムの報告書で

「低所得者世帯の負担を緩和するため、軽減税率を導入している国もあるが、VATグローバルフォ

ーラムの議論においては低所得者を支援する方策として、対象者を限定した給付措置に比べると、

極めて非効率であることが確認された」との記載がなされた。２これについて、森信茂樹中央大学法

科大学院教授は「『欧州で軽減税率がスムーズに定着している』という表現は正確でない。当局者は、

軽減税率対象品目の拡大に強く反対しているのだが、どこの国も政治のポピュリズムにより、効率

の悪い軽減税率・非課税を導入させられているというのが、実情だ」と述べている。３

４．EUMAG平成２７年５月号によると、「『暫定的』なVAT税制施行から２０年余り、抜本的改正の必要が

ある」としている。２０１０年末「将来のVAT制度のためのグリーンペーパー」を発表し、本格的な調査・

分析を開始した。その結果、２０１１年１２月にVAT改革指針が提案され２０１２年５月EU理事会がこれを採

決した。今日的なVAT税制の改革に向け３つの指針が定められた。具体的改善策として、軽減税率や

非課税項目の見直しがあげられ「経済効果・損失査定（２０１４年１０月）によれば、軽減税率や非課税品目

を減らし、標準税率を広範囲に適用することで、税収増が実現できるばかりか、標準税率を下げる

事すら可能との結果が出ている」としている。４

EUにおける軽減税率は、以上の問題点が多く取り上げられ、EU内部では軽減税率を減らす方向で

検討されている。

１財務総合政策研究所ファイナンシャル・レビュー平成２３年第１号EU付加価値税の現状と課題―マーリーズ・レビューを踏
まえて―１４６頁 要約より引用 東海大学法学部教授西山由美
２１００の代表団からなる２５０名以上のハイレベル代表者が集まり、新ガイドラインを支持した。
３ダイアモンドオンライン 平成２７年９月２１日 欧州で機能している軽減税率をなぜ日本では避けるべきなのか？ 森信茂
樹中央大学法科大学院教授
４EUMAG 駐日欧州連合代表部の公式ウェブマガジン 平成２７年５月号VOL40 PART１「欧州の付加価値税とは？」P
ART２「今日の課題とこれからの方向性」より引用

焦点……………………………………………１

消費税軽減税率制度の

議論の経緯と問題点 その２……２

東大阪市長・大阪府知事・大阪市長選挙結果…３

支部連ニュース………………………………３

後援会ニュース………………………………１０

政党懇談会に出席……………………………１４

かんさいすずめ………………………………１５

銀河系…………………………………………１５

消消費費税税軽軽減減税税率率制制度度のの議議論論のの経経緯緯とと問問題題点点 そそのの２２

～EU軽減税率制度の現状について～

目

次

（2） 第 ２１２ 号 近 畿 税 政 連 平成２７年（２０１５年）１２月１０日
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東大阪市長選挙が平成２７年９月２０日告示、９月２７日投開票により施行された。

本部では、第１回推薦審査会を９月７日に開催し、大阪府第４支部連より東大阪市長選挙推薦候補者
の だ よしかず

として報告のあった現職の野田義和氏（自民党・公明党・民主党推薦）について「首長選挙における推

薦基準」に基づき慎重に審議を行い、東大阪市長選挙における同氏の推薦を決定した。

また、大阪府知事選挙が平成２７年１１月５日、大阪市長選挙が１１月８日告示、１１月２２日投開票により施

行された。

本部では、第２回推薦審査会を１０月２１日に開催し、各支部連より報告のあった候補者について「首
くりはらたか こ

長選挙における推薦基準」に基づき慎重に審議を行い、大阪府知事選挙候補者の栗原貴子氏、大阪市
やなぎもとあきら

長選挙候補者の柳本顕氏の推薦を決定した。

選挙にあたっては、支部連・支部において、法定推薦ハガキや電話戦術などの選挙支援が法令違反

とならないように十分留意して行われた。投開票の結果は、下記の通りであった。

今後、ますますの活躍を期待するとともに、力強いご支援を頂戴したい。

大阪府第１支部連
大阪府第１支部連合会の第２０回定期大会が８

月２８日、大阪市中央区のホテルメトロThe 21

で開催された。来賓として井戸本�次近税政幹

事長、田達満近税政副幹事長が出席した。

中野雅司支部連幹事長の司会で定期大会が始

まり、外園善弘支部連会長から「任期の２年間、

税理士法改正や衆議院選挙等、支部連役員の皆

様にお力をいただき感謝しています」とのあい

さつがあった。

続いて、天王寺支部高島正彰氏が議長に選ば

れ定期大会の審議が始まった。平成２６年度運動

経過報告承認の件から任期満了に伴う役員改選

承認の件まで５議案は賛成多数により可決承認

された。

定期大会のあと、来賓を代表して井戸本近税

政幹事長が東京での日本税理士政治連盟におけ

る活動状況についての有意義な報告があり出席

者は熱心に聞き入っていた。

定期大会に続く国会議員による国政報告会で

は柳本卓治参議院議員、大西宏幸衆議院議員、

杉久武参議院議員、尾立源幸参議院議員、佐藤

章衆議院議員の順で報告が続いた。国会会期中

で多忙の中、今定期大会だけの為に大阪に戻ら

れ、東京へとんぼ帰りされた議員もおられた。

支部連役員間の懇親にも重きをおいた外園支

部連会長の成果か、続く懇親会は和気あいあい

とした雰囲気の中、今期も結束して税政連活動

を遂行していくぞという意気込みが感じられ

た。 （南支部 堀浩司）

支部連 選挙名 推薦候補者 現職・新人 推薦政党 投票日 当落
大阪府第４ 東大阪市長 野田 義和 現職 自民・公明・民主 ９月２７日 当選
大阪府第３ 大阪府知事 栗原 貴子 新人 自民 １１月２２日 落選
大阪府第１ 大 阪 市 長 柳本 顕 新人 自民 １１月２２日 落選

東大阪市長選挙・大阪府知事選挙・大阪市長選挙結果

平成２７年（２０１５年）１２月１０日 近 畿 税 政 連 第 ２１２ 号 （3）



大阪府第２支部連
大阪府第２支部連合会定期大会が、８月２８日

にホテルモントレ ラ・スール大阪で開催され

た。来賓として、河田秀雄近税政副会長が出席

した。

土本拡美幹事長が司会となり開会が宣言され

た。来賓、相談役、後援会会長が紹介され、冒

頭に仲田むつみ支部連会長があいさつにたち今

期で退任する旨等を述べた。

続いて、仲田会長を議長に選出して、議案の

審議に入り、第１号議案から第５号議案の役員

改選の件までが満場一致で可決承認された。

その後来賓の河田副会長祝辞に移り、今期税

制改正の成果、先の衆議院選挙等についての税

政連活動に対するお礼ならびにさらなる支援の

お願いをした。最後に祝電披露のあと森下副会

長の閉会のあいさつで大会は終了した。

引き続き国政報告会が開催され、吉田おさむ

前衆議院議員、北川知克衆議院議員、中山泰秀

衆議院議員、國重徹衆議院議員、平野博文衆議

院議員が参加されて各自国政報告をした。

最後に根来副会長から参加国会議員等に対し

て謝辞と２８年度税制改正に対する陳情をもって

この報告会を終了した。

その後会場を移し懇親会が開催された。今日

選任された神吉康史新会長が開会のあいさつを

し横田治新幹事長が司会をつとめた。尾立源幸

参議院議員も参加され、上田実相談役の乾杯で

多数の会員の参加により盛会のうちに閉会し

た。 （吹田支部 石井碧八）

大阪府第３支部連
大阪府第３支部連合会定期大会が９月２日、

大阪府茨木市の茨木セントラルホテルにおいて

開催された。

来賓として、脇阪説男近税政副幹事長が出席

した。

司会の太尾田博副幹事長から来賓紹介の後、

松尾康弘会長より「来年は参議院選があり、支

部連としても頑張りたい。平成２８年度税制改正

の重点事項も提言している。特に単一税率の維

持は強く主張している」と開会のあいさつがあ

った。

続いて総会の議長として中川巌代議員が選出

され、直ちに議案審議に入り、第１号議案から

第５号議案について説明があり、慎重に審議さ

れ、原案どおり満場一致で可決承認された。

また役員改選にともない、金子薫新会長より

今後の活動への抱負とマイナンバーへの取り組

みなどについてのあいさつがあった。

総会の後、来賓である尾立源幸参議院議員よ

り定期大会へのお祝いの言葉があり「消費税の

単一税率の維持を主張しており、複数税率でな

く還付する方法を堅持していきたい。また安保

法案についても新たな財源が必要となり、その

負担増をどうしていくか、まだきちんと議論さ

れていない。そういう情報も国民の皆様に伝え

ていきたい」と報告があった。

その後開催された懇親会では、終始和やかな

雰囲気の中、盛会のうちに閉会した。

（豊能支部 田中順也）

（4） 第 ２１２ 号 近 畿 税 政 連 平成２７年（２０１５年）１２月１０日



石津良行 支部連会長

大阪府第４支部連
大阪府第４支部連合会の第３２回定期大会が８

月３１日、ホテルアウィーナ大阪で開催された。

来賓として雪松弘近税政副会長が出席した。

北井末廣副会長の開会宣言があり、石津良行

支部連会長より「国会では、安保法案をめぐっ

て論戦がなされております。昨年スタートした

経営者保証のガイドラインにおいて、私の関与

先である零細企業が、経営者保証を外す借入を

実行することが出来ました。ガイドラインの条

件は満たしておりましたが、現実的に無理では

ないかと考えておりました。この事もあり、自

分自身様々な情報を取り込む必要性を感じてお

ります」とあいさつがあった。

続いて、瀧藤憲彦副幹事長が議長に選出され、

全ての議案について可決承認された。

その後、雪松近税政副会長から「議決された

活動方針に基づき、国会議員等後援会との緊密

な連携のもと、支部連活動を活発にされること

を期待しています。いつも会費の収納率と収納

額が話題になります。平成２６年度の収納率も１００

％ではありませんでした。その事は、未収会費

が発生することを意味します。収納率を１００％に

する方法を常に検討しておりますが、容易では

ありません」とあいさつがあった。

引き続き懇親会が開催され、和やかな雰囲気

の中で歓談を行い、盛会のうちに散会となっ

た。

（東大阪支部 政本彰人）

大阪府第５支部連
日時 平成２７年９月２日

場所 ホテルレイクアルスター アルザ泉大津

来賓 尾立 源幸 参議院議員

北側 一雄 衆議院議員（秘書代理）

谷川 とむ 衆議院議員（秘書代理）

長安たかし 前衆議院議員

細谷 陸雄 近税政副会長

幸野陸紀支部連会長の開会のあいさつの後、

竹内芳彦会員が議長に選出され、任期満了に伴

う役員改選により北野信成新支部連会長及び吉

田英明新支部連幹事長を選出する議案を含め、

全議案が可決承認された。

●細谷陸雄近税政副会長 あいさつ

４月からスタートした改正税理士法において

規定された公認会計士への税理士の資格付与の

ための税法の研修制度は、その研修の中身が決

して形だけにならぬよう税政連で監視活動を努

めてまいりたい。

●北野信成新支部連会長 あいさつ

まずは自分自身が税政連活動について改めて

勉強し理解を深めたうえで、これからの支部連

会長の任期中に「政治離れ」と言われる若い世

代の税理士会員にも税政連の存在意義を理解し

てもらいたい。また、積極的に税政連活動に参

加してもらえるように各支部から選出の支部連

副会長と連携して努めていきたい。そして、若

い世代の税理士会員のより多くの税政連活動参

加により会費納入の増加に繋げていきたい。

（泉佐野支部 木戸朋宏）
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「ヨロシク�」力強く引継ぎの握手
奥村会長（右）から室谷澄男新会長（左）へ

京都府支部連
京都府支部連合会の第３３回定期大会が８月２８

日に、ホテルグランヴィア京都において開催さ

れた。近税政本部より大�友紀会長、原綱宗総

務会長が出席した。また京都府支部連が推薦、

後援する前原誠司衆議院議員、泉健太衆議院議

員、安藤裕衆議院議員、福山哲郎参議院議員、

二之湯智参議院議員、西田昌司参議院議員、門

川大作京都市長が来賓として出席した。

大会冒頭で奥村和義会長は「日頃の会員の先

生方の税政連へのご協力に感謝するとともに、

各後援会の熱心な活動に敬意を表します。この

４年間は、支部連収支の支出削減に努めてまい

りました。今後は、この会費を有効に使用し、

活発な税政連活動を行っていただきたい」と退

任のあいさつをした。

新しく選任された室谷会長は「京都からは有

力な国会議員の先生方が数多く選出されてい

る。それだけ注目されている地域であるので、

税政連の活動が、税理士会の要望実現のためで

あることを、もっと多くの会員の皆さんに理解

していただけるように努力したい。その結果少

しでも会費の収納率が上昇するように頑張って

いきたい」と力強く就任の抱負を述べた。

今回の大会で一新されたメンバーにより、京

都府支部連合会が今まで以上に活性化した税政

連活動が出来るように期待したい。

（上京支部 矢田善久）

兵庫県第１支部連
９月２日午後６時より、神戸市中央区にある

ホテルモントレ神戸において、兵庫県第１支部

連合会第３４回定期大会が開催された。

来賓として関よしひろ衆議院議員、盛山正仁

衆議院議員、徳冨勲近税政副会長、橋本恭典神

戸税理士協同組合理事長が出席した。

寺内設昭幹事長の司会により開会がなされ、

竹中征二朗兵庫県第１支部連合会会長より「日

頃の税政連活動への取組みに感謝する」とあい

さつがあった。

そして議長に麻木邦子会員が選出され、議事

に入った。寺内幹事長より平成２６年度運動経過

報告、平成２７年度の運動方針の説明がなされた。

第１号議案から第５号議案まで、全て原案通り

可決承認された。そして新たに竹中支部連名誉

会長、寺内支部連会長、寺崎明支部連幹事長が

就任し、新体制がスタートした。

続いて徳冨近税政副会長より「活発な税政連

活動を行い、会費収納率向上へ繋げて頂きたい」

と、橋本神戸税協理事長より「税理士会、税政

連、協同組合共に協力して活動を」とあいさつ

があった。引き続き、関衆議院議員秘書より国

政報告がなされ、盛山衆議院議員秘書より日頃

の支援に対する感謝の意が述べられた。

最後に、蝉川寛嗣芦屋支部長により閉会の言

葉が述べられ、定期大会は終了した。

引き続き懇親会が開催され、盛会のうちに閉

会した。

（芦屋支部 吉田智代）
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兵庫県第２支部連
８月２８日、グリーンヒル明石において、兵庫

県第２支部連合会の定期大会が開催された。

来賓として、近税政より徳冨勲副会長が出席

した。

はじめに、藤本晃支部連幹事長が定期大会の

開会を宣し、北村光子支部連会長からあいさつ

があった。続いて、小川幸夫会員が議長となり、

第１号議案から第５号議案までの審議に入り、

満場異議なく全ての議案が可決承認された。そ

の後、会費納入率が向上した西脇支部・社支部

・三木支部に対して表彰が行われ、坂田哲也会

員のあいさつにより閉会した。

続いて藤田晃三会員のあいさつの後、役員・

代議員会が開催された。北村会長からは、税政

連は中小零細企業に係る税制と税理士法改正の

２点のみについて活動していることに言及があ

り、その後、税政連の活動に対して各支部から

活発な意見交換が行われた。

最後に、徳冨近税政副会長から「税政連は、

近畿税理士会に入会している税理士会員が会員

となるが、会費未納者がおられる。もっと税政

連の必要性を多くの会員に知ってもらいたい」

とあいさつがあった。その後、竹本博文会員か

ら未納者への働きかけをする旨のあいさつがあ

り、役員・代議員会は閉会した。

その後、繁田進作会員のあいさつから懇親会

がはじまり、終始和やかに意見交換が行われ、

最後は二杉智幸会員の中締めにより、盛会のう

ちに閉会した。 （明石支部 川淵佳子）

兵庫県第３支部連
日時 平成２７年８月３１日

場所 尼崎市中小企業センター

来賓 鴻池祥肇 参議院議員（秘書）

徳冨 勲 近税政副会長

定期大会は、佐茂省治会員の司会で始まり、

山陰雅史支部連会長より「支部連活動ではご協

力いただき感謝いたします。税政連の目的に従

い必要な政治活動を行い一人でも多くの会員に

ご理解をお願いしたい」とあいさつがあった。

次に西浦文彦会員が議長となり全議案が可決承

認され、山陰会長が次期も会長に就任した。

●徳冨勲近税政副会長 あいさつ

昨年の税理士法改正を受けて、更なる改革に

向けての検討が始まっている。また建議書にお

いては、消費税単一税率の維持、外形標準課税、

繰越欠損金の問題など１２項目を提案している。

更にマイナンバー制度にどのように対応し進め

ていくかを検討している。また会費収納につい

ては近税会の会員の全員が税政連の会員であ

り、我々は税理士党であり目的のために活動を

しているのでご理解とご協力をお願いしたい。

●国政報告会および末松信介議員他文書代読

鴻池祥肇参議院議員（秘書）

鴻池議員は参議院平和安全法制特別委員会委

員長のため欠席ですが、平成２８年度税制改正に

関する要望書を手交されたことは、皆様方のご

意見として、国政の方に通るように議員に伝え

ます。

（西宮支部 森本幸子）
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山本眞市 支部連会長

兵庫県第４支部連
日時 平成２７年８月２６日

場所 姫路商工会議所

来賓 澤田 千博 近税会副会長

徳冨 勲 近税政副会長

井戸本�次 近税政幹事長

西村靖彦支部連会長の開会のあいさつの後、

家根次代会員が議長に選出され全議案が可決承

認された。

●澤田千博 近税会副会長

政治連盟は圧力団体ではなく、国民の資質向

上の為の手助けとなる団体である。

●徳冨勲 近税政副会長

今回は役員改選があり、前任の西村支部連会

長に対してのねぎらいと感謝の言葉があった。

そして新任の後藤加代子支部連会長に対してこ

れからの２年間の舵取りを宜しくお願いします

と話があった。

税政連は、近畿税理士会に入会している税理

士会員が会員となるが、会費未納者が多い。税

政連の必要性を多くの会員に知ってもらい、常

に税理士会と税政連は表裏一体であることを知

っていただきたい。

●井戸本�次 近税政幹事長

税制改正において、現在消費税の単一税率、

外形標準課税の反対、所得控除の見直しについ

て話があった。

マイナンバー制度については、今のところ中

小企業において対応が遅れているのが現状であ

る。 （姫路支部 上野政則）

奈良県支部連
８月２９日、春日ホテルにおいて、奈良県支部

連合会定期大会を開催し、山本眞市会長、武野

勝文幹事長が再選された。

来賓 高市 早苗 総務大臣 （奈良２区）

奥野 信亮 衆議院議員（奈良３区）

田野瀬太道 衆議院議員（奈良４区）

堀井 巖 参議院議員（奈良県）

井戸本�次 近税政幹事長

岩田 守生 近税会奈良県支部連会長

●山本眞市 奈良県支部連会長

平素から強力な税政連活動に感謝する。税理

士全員が、税政連から提出した建議書を確認し

活動していただきたい。

●高市早苗 総務大臣

これからも国民が安心で安全に生活し、質の

高い教育を受け、均一な行政サービスを受ける

ことができる環境を目指す。それでこそこれか

らの日本経済は強くなる。

●奥野信亮 衆議院議員

経済再生が第一である。これからは税理士の

立場を強くし、企業が力強くなり、国民が働き

やすい環境を構築していきたい。

●田野瀬太道 衆議院議員

税理士の皆様の期待に応えていきたい。

●堀井 巖 参議院議員

税制改正要望を税制調査会等で述べていくの

で、一層のご指導をお願いしたい。

（奈良支部 黒田有紀）
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鈴木勝博 支部連会長

和歌山県支部連
日時 平成２７年９月１日（火）

場所 ルミエール華月殿（和歌山市）

来賓 井戸本�次 近税政幹事長

石田 真敏 衆議院議員代理

岸本 周平 衆議院議員代理

二階 俊博 衆議院議員代理

世耕 弘成 参議院議員代理

鶴保 庸介 参議院議員代理

下津正也会員の司会により開会し、森村透支

部連会長よりあいさつがあった。

定期大会では、中尾彰支部連副会長が議長に

就任し、全議案が可決承認された。

井戸本近税政幹事長より、大�近税政会長か

らの祝辞代読と東京での活動報告があった。主

に平成２８年度税制改正に関する建議書、マイナ

ンバーの周知徹底及び税理士法第３条の国税審

議会の指定する研修内容について陳情していく

との報告があった。

沢山の祝電披露の後、要望書を各国会議員代

理に手交した。川口昌紀支部連副会長の税政連

の存在意義を述べて、定期大会は閉会した。

定期大会終了後、同じくルミエール華月殿に

おいて、西川卓也会員の司会により懇親会を開

催した。速水愼一郎近税政副会長による乾杯の

発声ではじまり、支部を越えて交流を深めた。

最後に、後安宏彦近税政副幹事長による閉会

の謝辞があり、懇親会は盛会のうちに散会とな

った。

（和歌山支部 小西里枝）

滋賀県支部連
滋賀県支部連合会の第３４回定期総会が、９月

２日、ホテルボストンプラザ草津にて開催され

た。来賓として、川端達夫衆議院議員秘書、う

えの賢一郎衆議院議員秘書、近税政より大�友

紀会長、井戸本�次幹事長が出席した。

川上長和副幹事長の司会のもと、畠山譲治副

会長が開会宣言を行った。そして鈴木勝博会長

が「滋賀県支部連がこの度会費納入率で表彰を

受けることになりました。これもひとえに会員

の皆様のお陰です。税理士会が政治活動をでき

ないので税政連ができましたが、その活動は税

理士による国会議員の後援会が中心です。これ

からも我々の考えを理解した識見豊かな国会議

員を党派を超えて支援していきたい」とあいさ

つした。その後、永井茂雄会員が議長に選出さ

れ、直ちに議事に入った。

平成２６年度運動経過と収支決算、平成２７年度

運動方針と収支予算、役員改選の議案が上程さ

れた。各議案について、織戸英信幹事長から詳

細な説明並びに提案があり、満場一致をもって

すべて原案並びに提案通り可決承認された。

その後、大�会長のあいさつに続き、来賓の

祝辞、滋賀県下の税理士による後援会より日頃

の支援に対して感謝が述べられた。最後に横井

昭次副会長が閉会宣言し定期総会が終了した。

その後の懇親会では、鈴木会長が開会のあい

さつで、３期目の会長就任の抱負を述べ盛会の

うちに散会となった。（草津支部 橋本 淳）
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高市早苗後援会
日時 平成２７年８月２日

場所 天理観光農園

来賓 高市 早苗 総務大臣

井戸本�次 近税政幹事長

山本 眞市 近税政奈良県支部連会長

武野勝文会長を議長として、議案審議を行い、

各議案とも満場一致異議なく可決承認された。

●井戸本幹事長のあいさつ

先の税理士法改正の折には、当時政調会長の

高市総務大臣へ陳情に行かせていただき、大変

お世話になった。今後の税政連は、次の税理士

法改正に向けて活動していくつもりだ。

●山本支部連会長のあいさつ

先の衆議院議員選挙の際には、選挙応援にご

協力いただいたことを改めてお礼申し上げる。

●高市早苗総務大臣のあいさつ

総務省は、政治資金監査人や地方公共団体外

部監査制度、マイナンバー制度など、税理士会

との接点が増えてきている。今後とも税政連と

の付き合いを密にしていきたい。

また、再生エネルギーの補助金については、

各省庁がバラバラに対応しているのを将来は総

務省に一本化して、国民に利便性をはかりたい。

●懇親会

懇親会では会員やその家族も含め、暑い中で

はあったが、皆様エアコンの効いた部屋で楽し

い時間を共有できた。（葛城支部 吉田廣彰）

世耕弘成後援会
日時 平成２７年８月２９日

場所 ルミエール華月殿

来賓 世耕 弘成 参議院議員

後安 宏彦 近税政副幹事長

森村 透 近税政和歌山県支部連会長

税理士による世耕弘成後援会平成２６年度定期

大会は、堀博充会員の司会により開会し、速水愼

一郎後援会長よりあいさつがあった。議長の中

尾彰会員の進行により、２６年度決算報告、２７年度

予算及び役員改選の全議案が可決承認された。

来賓の後安近税政副幹事長より、税政連及び後

援会の重要性に触れながらあいさつがあった。

内閣官房副長官在任期間が安倍総理に続き、

歴代２位の世耕議員により、安保法案、ＴＰＰ交

渉、原発再稼働、戦後７０年総理談話等、８月の

動きについて国政報告があった。さらに２０分で

分かる安保法案と称して、日本を取り巻く情勢

を踏まえての解説があり、また経済政策につい

て、地方創生総合戦略としてふるさと納税企業

版や消費税の軽減税率の新案である車と住宅を

据え置きするなどの問題について述べた。

速水後援会長による要望書手交後、森村近税

政和歌山県支部連会長の閉会のあいさつで定期

大会は終了した。その後、懇親会が開催され、

終始会話は途切れることなく、最後まで会員と

の懇談を深めた。

（和歌山支部 小西里枝）

後援会ニュース
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西田昌司後援会
税理士による西田昌司後援会第９回定期総会

が９月１９日ホテルグランヴィア京都において開

催された。来賓として、西田昌司参議院議員、

安藤裕衆議院議員、近税政より久保直己会長、

原綱宗総務会長、田達満幹事長、近税政京都府

支部連より室谷澄男会長が出席した。

開会にあたり中江嘉和後援会会長より「西田

議員には、今後の税制改正に深く関与して頂け

ると期待している。引き続き西田議員への支援

をお願いする」とあいさつがあり、定期総会終

了後には、久保近税政会長より近税政へのお礼

と支援のお願いのあいさつがあった。

続いて西田議員より国政報告が行われ、まず

は参議院において成立したばかりの安全保障関

連法案について、我が国の安全保障の本質と憲

法問題について説明があった。消費税の軽減税

率については「軽減税率導入の目的は、低所得

者層への逆進性の緩和である。導入により税収

が減り社会保障に影響を与えることがあっては

ならない。インボイス方式は、中小企業者に過

度の負担がかかり経済に大きな影響を与えるこ

とになる。低所得者層への負担緩和には、簡易

な還付方式がよいと思われる。税理士の皆様に

はその事を納税者にご説明していただければあ

りがたい」と述べられた。

国政報告に続き、来賓の安藤議員よりあいさ

つが行われ、懇親会では、西田議員と会員は親

しく意見交換をされ、和やかな雰囲気の内に閉

会となった。 （右京支部 吉田和之）

大塚高司後援会
税理士による大塚高司後援会定期大会が１０月

１５日、大阪府豊中市のホテルアイボリーにおい

て開催された。来賓として、大塚高司衆議院議

員、河田秀雄近税政副会長、田達満近税政幹事

長、金子薫大阪府第３支部連会長、大西尚史近

税会豊能支部長らが出席した。

司会の乾禎則幹事より来賓紹介があった後、

森田茂稔後援会長より開会のあいさつがあり、

その中で会員に対しての税政連活動へのより一

層の協力依頼などがあった。その後、河田副会

長、金子会長、大西支部長よりそれぞれ来賓あ

いさつがあった。

続いて総会の議長として吉本英明会員が選出

され、直ちに議案審議に入り、第１号議案から

第４号議案についての説明があり、慎重に審議

され、原案どおり満場一致で可決承認された。

総会の後、大塚議員より「新たな三本の矢で

景気回復を図るのが使命。消費税１０％になるま

でにその道筋を付けていく。軽減税率の方向に

向かいそうだが、何とか簡素な税体系を守るべ

く、皆さんの声を国政に届けていく」と力強い

あいさつがあった。

次に森田会長より要望書を大塚議員に手渡

し、要望の陳情が行われた。大塚議員から「皆

様の要望に応えるべく、これからも頑張ってい

きたい」との言葉があった。

その後の懇親会では、会員と大塚議員が親し

く懇談を行い、盛会のうちに閉会した。

（豊能支部 田中順也）
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本部役員
役 職 氏 名

名 誉 会 長 浅田恒博（天王寺）

顧 問 池田隼啓（生野）

相 談 役 宮田義見（茨木） 大�友紀（宇治） 杉上七三夫（大淀）

今中英雄（茨木） 平安弌作（豊能） 田中勇治（明石）

川本冨美雄（東） 雪松 弘（東大阪） 細谷陸雄（堺）

大村惠美子（奈良）

会 長 久保直己（大津）

副 会 長 井戸本�次（天王寺）河田秀雄（城東） 脇阪説男（天王寺）

石原健次（天王寺） 辻井賢博（葛城） 後安宏彦（和歌山）

徳冨 勲（明石） 北村善和（下京） 松本圭一（北）

澤田千博（姫路）

総 務 会 長 原 綱宗（下京）

総務副会長 上田 実（旭） 橋本光世（枚方）

総 務 杉田宗久（西） 播本治男（北） 金子紀行（大津）

伊田憲司（伊丹） 芦田和典（北） 永橋利志（岸和田）

相間宏章（東） 山村行仁（東淀川） 近藤雅人（東）

石原 牧（右京） 富村将之（下京） 平野�照（東淀川）
桑野秀朗（東住吉） 中野雅司（住吉） 新田博之（旭）

河合正美（明石） 平松正幸（枚方） 武野勝文（奈良）

前田俊明（姫路） 北條 巖（上京） 速水愼一郎（和歌山）

本城善男（長浜） 今井基剛（天王寺） 神吉康史（東淀川）

金子 薫（吹田） 石津良行（東大阪） 北野信成（岸和田）

室谷澄男（上京） 寺内設昭（芦屋） 北村光子（明石）

山陰雅史（尼崎） 後藤加代子（姫路） 山本眞市（葛城）

森村 透（粉河） 鈴木勝博（水口）

幹 事 長 田 達満（住吉）

副 幹 事 長 旭 輝明（旭） 笹岡憲一（下京） 坂口明久（天王寺）
道廣友厚（枚方） 前川武政（大淀） 小川由美子（生野）
石津良行（東大阪）

幹 事 天野香鶴子（旭） 仲田むつみ（西淀川）弓手宏亮（東大阪）

中山 彰（西成） 光永きみ子（芦屋） 山本眞市（葛城）

梅崎道夫（東） 坪久田登（東淀川） 竹内綱敏（尼崎）

杉本和裕（南） 高島正彰（天王寺） 尾�浩文（城東）
小寺隆弘（城東） 大森布実子（枚方） 大西尚史（豊能）

大志万泰範（門真） 吉田和之（右京） 吉田智代（芦屋）

森本幸子（西宮） 小西里枝（和歌山） 秋山利元（住吉）

松尾康弘（茨木） �岡 稔（東大阪） 市口恭司（天王寺）

横田 治（東淀川） 桝田陽子（吹田） 金田光世（東大阪）

吉田英明（岸和田） 坂部 浩（中京） 寺崎 明（神戸）

藤本 晃（明石） 長谷川雅行（尼崎） 山下 哲（姫路）

武野勝文（奈良） 刀祢真大（和歌山） 織戸英信（大津）

会 計 監 事 杉本幸弘（桜井） 奥村和義（上京） 保泉幸雄（東成）

本部推薦審査会構成員
役 職 氏 名

会 長 久保直己（大津）

委 員

井戸本�次（天王寺） 河田秀雄（城東）

脇阪説男（天王寺） 石原健次（天王寺）

辻井賢博（葛城） 後安宏彦（和歌山）

徳冨 勲（明石） 北村善和（下京）

松本圭一（北） 澤田千博（姫路）

原 綱宗（下京） 上田 実（旭）

橋本光世（枚方） 田 達満（住吉）

旭 輝明（旭） 笹岡憲一（下京）

坂口明久（天王寺） 道廣友厚（枚方）

前川武政（大淀） 小川由美子（生野）

石津良行（東大阪） 今井基剛（天王寺）

神吉康史（東淀川） 金子 薫（吹田）

北野信成（岸和田） 室谷澄男（上京）

寺内設昭（芦屋） 北村光子（明石）

山陰雅史（尼崎） 後藤加代子（姫路）

山本眞市（葛城） 森村 透（粉河）

鈴木勝博（水口）

支部連会長・幹事長
支部連名 支部連会長 支部連幹事長

大阪府第１

大阪府第２

大阪府第３

大阪府第４

大阪府第５

京 都 府

兵庫県第１

兵庫県第２

兵庫県第３

兵庫県第４

奈 良 県

和 歌 山 県

滋 賀 県

今井基剛（天王寺）

神吉康史（東淀川）

金子 薫（吹田）

石津良行（東大阪）

北野信成（岸和田）

室谷澄男（上京）

寺内設昭（芦屋）

北村光子（明石）

山陰雅史（尼崎）

後藤加代子（姫路）

山本眞市（葛城）

森村 透（粉河）

鈴木勝博（水口）

市口恭司（天王寺）

横田 治（東淀川）

桝田陽子（吹田）

金田光世（東大阪）

吉田英明（岸和田）

坂部 浩（中京）

寺崎 明（神戸）

藤本 晃（明石）

長谷川雅行（尼崎）

山下 哲（姫路）

武野勝文（奈良）

刀祢真大（和歌山）

織戸英信（大津）

兵庫県連合会構成員
役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 徳冨 勲（明石） 幹事長 寺崎 明（神戸）

副会長

寺内設昭（芦屋）
北村光子（明石）
山陰雅史（尼崎）
後藤加代子（姫路）

構成員

藤本 晃（明石）
長谷川雅行（尼崎）
山下 哲（姫路）

大阪府連合会構成員
役 職 氏 名 役 職 氏 名

会 長 井戸本�次（天王寺） 幹事長 市口恭司（天王寺）

副会長

今井基剛（天王寺）
神吉康史（東淀川）
金子 薫（吹田）
石津良行（東大阪）
北野信成（岸和田）

構成員

横田 治（東淀川）
桝田陽子（吹田）
金田光世（東大阪）
吉田英明（岸和田）

近畿税理士政治連盟役員名簿
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本部７委員会構成員
政策委員会 財務委員会 組織委員会 国対委員会 選対委員会 広報委員会 後援会対策委員会

担当副会長 井戸本�次（天王寺）河田 秀雄（城東） 脇阪 説男（天王寺）石原 健次（天王寺）辻井 賢博（葛城） 後安 宏彦（和歌山）徳冨 勲（明石）

委 員 長 旭 輝明（旭） 笹岡 憲一（下京） 坂口 明久（天王寺）道廣 友厚（枚方） 前川 武政（大淀） 小川由美子（生野） 石津 良行（東大阪）

副 委 員 長 天野香鶴子（旭）
仲田むつみ（西淀川）
弓手 宏亮（東大阪）

中山 彰（西成）
光永きみ子（芦屋）
山本 眞市（葛城）

梅崎 道夫（東）
坪久田 登（東淀川）
竹内 綱敏（尼崎）

杉本 和裕（南）
高島 正彰（天王寺）
尾� 浩文（城東）

小寺 隆弘（城東）
大森布実子（枚方）
大西 尚史（豊能）

大志万泰範（門真）
吉田 和之（右京）
吉田 智代（芦屋）
森本 幸子（西宮）
小西 里枝（和歌山）

秋山 利元（住吉）
松尾 康弘（茨木）
�岡 稔（東大阪）

委 員
大阪府第１

大阪府第２

大阪府第３

大阪府第４
大阪府第５
京 都 府

兵庫県第１
兵庫県第２
兵庫県第３
兵庫県第４
奈 良 県

和 歌 山 県
滋 賀 県

斎藤 良介（阿倍野）

大久保一成（旭）

大川 雅子（吹田）

裏野 榮士（八尾）
田中 一志（岸和田）
河村 吉宏（上京）

南木 二郎（芦屋）
遠藤 康夫（西脇）
木尾 次義（伊丹）
粟田 秀昭（姫路）
岩崎 年秀（葛城）

刀祢 真大（和歌山）
木田 嘉明（水口）

小林 佐敏（東）

横井 郁忠（東成）

砂邊 信男（吹田）

八木 隆行（東大阪）
原 昭太（岸和田）
谷口 康夫（右京）

横井 保夫（長田）
小川 幸夫（加古川）
若原 昭（尼崎）
塚本 貴博（姫路）
図司 節生（奈良）

鵜島 幸夫（和歌山）
中川 徳親（草津）

室谷 信一（東住吉）

古谷 玲（城東）

服部 好伸（茨木）

松尾 直城（富田林）
上野 �司（岸和田）
二股 茂（左京）

樽井 博（神戸）
吉田 稔（社）
近田 勝介（西宮）
川内 保幸（姫路）
今崎 善彦（奈良）

大西 省悟（和歌山）
和澤 清隆（大津）

下間 茂（浪速）

西 義雄（東淀川）

安積 重和（豊能）

嶋田 薫（東大阪）
木戸 朋宏（泉佐野）
平田 雅也（東山）

下田 順司（長田）
羽田 久晃（洲本）
小塩 明（西宮）
原 満弘（相生）
藤田 徹（葛城）

西川 明伸（和歌山）
奥村 達之（近江八幡）

古田 敦彦（生野）

谷口 和哉（福島）

�砂 昭宏（豊能）

段野 隆弘（富田林）
安藤 治彦（堺）
中川 秀夫（伏見）

植松 伸一（須磨）
藤本 秀樹（三木）
冨岡 秀樹（伊丹）
木藤 紀宏（龍野）
杉垣 輝樹（葛城）

西川 卓也（和歌山）
松本 幸雄（彦根）

倉矢 勇（天王寺）
仕田原恒雄（住吉）
村川 儀晃（城東）
河合 克彦（枚方）
�木 晴雄（吹田）
田中 順也（豊能）
中川 巌（茨木）
中口 哲久（東大阪）
東 俊夫（堺）
矢田 善久（上京）
東 智之（上京）
久乘 一姫（中京）

川淵 佳子（明石）

上野 政則（姫路）
黒田 有紀（奈良）
景山 良一（奈良）
吉田 廣彰（葛城）

�山恵一郎（大津）
橋本 淳（草津）

奥村 大造（港）

�� 久士（大淀）

伊藤 善弘（茨木）

久冨木佳史（八尾）
森福 清和（泉大津）
金澤 好起（宇治）

馬田 宣昭（兵庫）
上村 正和（明石）
松下 好式（西宮）
大谷 充廣（龍野）
足立 圭（桜井）

森下 悦男（粉河）
河上 喜全（長浜）

支部 支部長 支部幹事長

大
阪
府
第
４

東大阪 濱田明久 金田光世

富田林 瀧藤憲彦 松尾直城

八尾 竹綱敏真 裏野榮士

大
阪
府
第
５

堺 井上宗保 安藤治彦

泉大津 高岩弘至 石谷秀志

岸和田 寺井秀次 田中一志

泉佐野 和中信� 木戸朋宏

京
都
府

上京 室谷澄男 河村吉宏

中京 坂部 浩 日向明泰

下京 中川 晃 横江泰彦

左京 北村光一郎 二股 茂

東山 �谷 真 山�俊雅

伏見 植田 順 中川秀夫

右京 乗岡五月 中江嘉和

園部 井木悦夫 平田利男

福知山 細見 均 塩見 満

舞鶴 片又 昇 山田忠雄

宮津 山井嘉文 �岡政義

峰山 藤原邦夫 廣谷倫成

宇治 �瀬哲也 金澤好起

支部 支部長 支部幹事長

兵
庫
県
第
１

神戸 佐野賢一 樽井 博

灘 長谷川隆史 桑原幸司

芦屋 蝉川寛嗣 山口竜義

兵庫 安部政慶 小林 明

長田 光齋信治 下田順司

須磨 三木裕人 寺嶋芳朗

兵
庫
県
第
２

明石 藤田晃三 上村正和

三木 二杉智幸 小藤貴雅

西脇 竹本博文 遠藤康夫

社 繁田進作 小西勝之

洲本 坂田哲也 羽田久晃

加古川 坂下雅一 釡江眞一

兵
庫
県
第
３

柏原 足立孝和 早淵憲男

豊岡 池口達生 三木泰典

和田山 能見洋八郎 大海敏彦

伊丹 岡田彰徳 木尾次義

西宮 阪上恭一 近田勝介

尼崎 山陰雅史 長谷川雅行

兵
庫
県
第
４

姫路 後藤加代子 北岡 昭

龍野 久野喜作 木藤紀宏

相生 花房賢司 石野逸雄

支部 支部長 支部幹事長

奈
良
県

奈良 景山良一 図司節生

桜井 杉本幸弘 �田雅信

葛城 久保正義 杉垣輝樹

吉野 里田 好 金田光司

和
歌
山
県

和歌山 川口昌紀 竹内 央

海南 加藤正彦 橋爪康樹

粉河 山本孝宏 坂井孝行

湯浅 井谷福市 成田誠治

御坊 本多 修 川口英信

田辺 中谷 聡 桐本長俊

新宮 下前�博 鈴木重俊

滋
賀
県

大津 畠山譲治 連 清春

今津 小畑雅人 丹治健一

彦根 三須宗次 松本幸雄

長浜 河上喜全 藤 崇之

草津 鷹羽稔郎 中川徳親

近江八幡 中島善男 奥村達之

水口 福田長利 永野隆幸

支部 支部長 支部幹事長

大
阪
府
第
１

東 大西英樹 小林佐敏

南 若林日出紀 堀 浩司

西 吉栖照美 木村守夫

港 林 五郎 奥村大造

天王寺 今井基剛 市口恭司

浪速 檜垣典仁 下間 茂

生野 山下博司 古田敦彦

阿倍野 山川典男 斎藤良介

東住吉 長谷川孝夫 室谷信一

住吉 栃本彌四郎 余島 守

西成 中山 彰 後藤健介

大
阪
府
第
２

北 藤木晴彦 楯岡美佐子

大淀 池辺 健 金井純夫

旭 山田忠良 見浪一敏

福島 今�民治 小林正則

東成 下河内邦彦 池田晃宏

城東 河田秀雄 中尾一仁

西淀川 仲田むつみ 土本拡美

東淀川 神吉康史 横田 治

枚方 今西義人 中谷廣一

門真 久保田金次郎 菅原正治

大
阪
府
第
３

吹田 金子 薫 桝田陽子

豊能 大西尚史 和田秀幸

茨木 松尾康弘 太尾田博

支部長・支部幹事長

平成２７年（２０１５年）１２月１０日 近 畿 税 政 連 第 ２１２ 号 （13）



本部では、８月２４日に公明党大阪府本部、民主

党兵庫県総支部連合会、１０月２０日に民主党大阪

府総支部連合会との懇談会にそれぞれ参加した。

懇談では、平成２８年度税制改正について重点

要望事項を説明し、特に「消費税の単一税率を

維持すること」「外形標準課税は中小企業に導入

しないこと」「所得税の給与所得控除・公的年金

等控除を見直すこと」の３項目について、実務

上の問題点、中小法人に与える影響等について

説明を行い理解と協力を求めた。

政党懇談会 ～平成２８年度税制改正で協力要請

民主党（兵庫県連）

公明党 民主党（大阪府連）

（14） 第 ２１２ 号 近 畿 税 政 連 平成２７年（２０１５年）１２月１０日
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銀銀河河系系

クリスマスと複数税率
日本においてクリスマスという行事が、いつ頃から始まったのかと疑問に思
い調べますと、私の予想以上に歴史は古く、フランシスコ・ザビエルが日本に
上陸した１５４９年に遡ります。これより暫くはキリスト教の信者等、限られた範
囲だけで祝われたようです。鎖国中でも長崎では隠れキリシタンによるクリス
マスミサが行われていたという記録もあります。そして一般に普及していくの
が明治時代に入ってからです。１９０４年には「明治屋」にて商業ディスプレイとして初のクリスマス
ツリーが登場して話題になりました。日露戦争の勝利を境に都市部のハイカラ層を中心にクリスマ
スの催しが一般化していったようです。１９１０年には「不二家」が日本のクリスマスデコレーション
ケーキの原型となるものを発売していることからも当時の様子を伺い知ることができます。
今でこそあたり前のように馴染んでいるクリスマスイベントも、実はこれだけの年数、歴史があ
るのですね。
さて、残念ながら近々消費税に複数税率が、数年先にはインボイスが導入されようとしています。
線引きを「酒を除くすべての飲食料品」とするか「生鮮食品」とするか等、不毛な綱引きが続いて
います。欧州ではあたり前のインボイス、我が国で一般化、つまり中小事業者に至るまでインボイ
スが定着するには、果たしてどれだけの年月がかかるのでしょうか…？ そして我が子が大好きな
クリスマスケーキの税率はどうなるのかな…？

（草津支部 橋本 淳）

○第３回正副幹事長会（１０月１６日）
�本部７委員会 委員長、副委員長、委員の委
嘱について
�委員会担当副会長の委嘱について
�推薦審査委員の委嘱について
�大阪府連合会、兵庫県連合会会長および同府
県連役員の委嘱について
�名誉会長、顧問、相談役の委嘱について
�その他
○第２回幹事会（１０月１６日）
�第３回正副幹事長会提出議案について
○第２回総務会（１０月１６日）
�第２回幹事会提出議案について
○第２回推薦審査会（１０月２１日）
�大阪府知事選挙及び大阪市長選挙における推
薦候補者の決定について
�その他
○第３回広報委員会（１１月５日）
�平成２７年度運動方針、委員会活動方針につい
て
�今後の委員会運営について
�機関紙第２１１号（１０月号）の批評
�機関紙第２１２号（１２月号）の編集について
�機関紙第２１３号の編集企画に関する件
�その他

「焦点」題字：「第２回川柳・書道コンテスト」書道テーマ部門 最優秀会長賞作品
（作�小倉さやか 上京支部）

「表紙」題字：「第２回川柳・書道コンテスト」書道テーマ部門 優秀賞作品 （作�黒石健弘 北支部）

２０１５年６月、選挙権年
齢を１８歳以上に引き下げ
る改正公職選挙法が成立し、２０１６年の参院
選から投票が可能となる。世界を見ると、
多くの国が１８歳以上に選挙権があり、日本
も世界と肩を並べることになる。
選挙権の変遷を見ると、明治時代の１８８９
年に大日本帝国憲法において、一定以上の
財産を持つ２５歳以上の男子に選挙権が与え
られ、大正時代の１９２５年に２５歳以上の男子
全員に与えられ、戦後の１９４６年に日本国憲
法が公布され、公職選挙法で２０歳以上の男
女とされ、初めて女性にも選挙権が認めら
れた。そして、今回の１８歳以上の改正は７０
年ぶりのことである。これは高齢者の増加
により世代ごとの数のバランスを図ること
や、若い世代がもっと政治に興味を持ち、
若者の声が政治に反映されることが期待さ
れている。

（西宮支部 森本幸子）

近税政本部のうごき

平成２７年（２０１５年）１２月１０日 近 畿 税 政 連 第 ２１２ 号 （15）
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